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研究主題

集団 とのかかわ りの中で、 自分で考え、行動す る幼児を育て るための教師の役割

1主 題 設 定 の 理 由

幼児 は、隼活や遊びの中での具体的 な体験を通 して、自分な りに考えて様 々な ことを自分

の力でや ってみようとす る態度を身に付 けてい く。また、様 々な友達 との触れ合いの 中で協

力す る楽 しさやっ まず き、葛藤を体験 し、 よい ことや悪 い ことに気付 き、考えなが ら行動 し

たり、相手の心 に共感 した りで きるよ うにな る。

しか し、現在の幼児を取 り巻 く環境をみ ると、人 とのかかわ りが希薄にな り、具体 的体験

の機会が減少 して いるため、自分の感情を うま く表す ことがで きなか った り、自立 して行動

で きなか った りす るなどの幼児 の姿がみ られ る。幼稚園は集団 とのかかわ りの中で様々な体

験のできる生活の場であ る。幼児が主体性や社会的態度 を身 に付けて い く上で、幼稚 園教育

の もっ意義 はます ます大 き くな って いる。

そ こで、幼児が集団 とのかかわ りの中で、 自分 で考えて行動す るよ うになってい く発達 の

姿をとらえ、発達 を促す環境の構成や教師の援助など、教師の役割はど うあ った らよいかを

明 らかに したいと考 え、本主題 を設定 した。

H研 究 方 法

研究主題

集団 とのかかわ りの中で、 自分で考え、行動す る幼児を育てるための教師の役割

尋

研究のね らい

幼児が集団 とのかかわ りの中で、 自分で考え、行動で きるよ うにな ってい く発達の姿を

とらえ、幼児の発達を促す環境の構成や教師の援助 など、教師 の役割 を明 らかにす る。

尋

研究の方法

○主題の とらえ方や主題 にかかわ る幼児の姿を共通理解す る。

○事例研究をす る。(「 個を とらえ る観点」 と 「集団 をと らえる観点」か ら分析、考察

し、教師の役割を導 きだす)

○入園か ら修了 までの幼児が集団 とのかかわ りの中で、 自分で考えて行動す るよ うにな

ってい く発達の姿を検討す る。

0発 達の姿に即 した教師の役割を考察す る

呂

まとめ

○自分で考え、行動する幼児を育てるための教師の役割

○集団とのかかわりの中で・自分一
_一
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皿 研 究 内 容

1主 題の とらえ方 と幼児 の発達をとらえる観点

私たちは、主題 の 「集団 とのかかわ りの中で、 自分で考え、行動す る幼児」 とは、 「周囲

の状況を判断 し、生活 に見通 しを もち、今何を した らよいかが分か る」 「自分 の気持 ちが相

手に伝わ るように表現 した り、相手の気持 ちを受 け入れた りす る」 「自分の課題 に向かい、

試行錯誤 しなが ら最後 まで取 り組む」 「友達 と競 い合 った り、教え合 った りしなが ら互 いの

よさを生か し協力 しよ うとす る」姿であ ると考えた。

幼児 は、友達や教師、物、 自然など周囲の環境 とかかわ って、幼稚 園での遊 びや生活を進

めている。その中で、友達の姿や園内の物や場、空間の様子、生活の流 れなどを受 け止め、

様 々な ことに気付 きなが ら、周囲の状況か ら自分な りに考えて判断 している。そ して、 自分

の気持 ちを友達 や教師 に言動 で表現 した り、試行錯誤を重ねなが ら興味や関心を もったこと

に取 り組んだ り、行動 に表 している。 このような判断 と行動を繰 り返 しなが ら、快感情や不

快感情を味わい、幼稚園 とい う集団生活 の場への安定感や人への信頼感な どが は ぐくまれて

い く。

そ こで、集団 とのかかわ りの中で自分で考え行動す る幼児 を育ててい くために幼児の発達

を とらえてい く観点 と して、それぞれの幼児が、集団生活の中で友達の姿や園内の物や場、

空間の様子、生活の流れなど周囲の状況を どう受け止 めてい るかという 「状況のと らえ方」、

友達や教師 に対 して 自分の思 いを どのように表 してい るか、 また、興味や関心を もった こと

を環境 にどのよ うに働 きかけているか という 「自分の表 し方」、 この二点 を踏 まえて、友達

や教師 とどのよ うにかかわ って いるか という 「人 とのかかわ り方」の三点か ら見てい くこと

に した。 また、集団 をと らえ る観点 と して、集団全体 と しての学級集団等への所属意識、幼

児同士や幼児 と教 師の関係、集団 として活動へ取 り組む姿 はどうか とい う点か ら見てい く。

個 々の事例 について以上の観点か ら考察す るとともに、入園か ら修 了までのおおよその幼

児の発達の姿 を見通 し、個 に対 して と集団に対 しての両面か ら、集団 とのかかわ りの中で 自

分で考え行動す る幼児を育て る教師の役割 を検討す る。

事例研究 に当た って、事例1、3、5に っいて は、研究保育の記録を基 に、学級の一 日の

活動の流れの中での学級全体 の幼児の姿を集団をと らえ る観点か ら分析するとともに、対象

児の行動記録か ら特徴的な姿 を取 り出 し、対象児 についての個を とらえ る観点及び集団を と

らえ る観点か ら考察 し、考え られ る教師の役割を明 らかに した。

事例2、4、6に つ いて は、各園での実践記録 を基に、個を とらえる観点 と集団を とらえ

る観点の両面か ら考察 し、教師の役割を明 らか にした。
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幼 児 の遊 びや 生活 の と らえ 方 と発 達 を と らえ る観 点

幼児の遊びや生活
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所属意識 集団での活動への取り組み方幼

児同士 ・幼児と教師との関係

発 達 に 即 した教 師 の 役 割

凸
集団とのかかわりの中で、自分で考え、行動する幼児

・周囲の状況を判断 し、生活に見通 しを もち、今何をし
た らよいかが分かる。
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2事 例研究

(1)3歳 児

【事例1】 気 に入 った遊 具や素材に触れて遊ぶ ことを楽 しむ事例(6月)

〈考 え られ る主 な教師の役割 〉見守 った り一緒 に遊 んだ りしなが ら安心 してす ごせ るように

す る。

① 学級の一 日の活動の流 れ

8:4511:0011:1511:30一
○好 きな遊 び ○片付 け ○歌,手 遊 びをす る ○昼食

園庭;フ ロアカー,フ ープ,砂 遊び 等 絵本を見 る

保育室;ブ ロック,積 み木,小 麦粉粘土,ま まごと 等

② 学級の幼児の姿

好

き

な

遊

び

の

拝
伯

動

隅
子

鱈
厭

△
王

体

生

活

幼 児 の 姿

・教師が フープの場 にかかわ ると、何人かが集

ま り、 フープを並べ る。教師の まねを して両

足で跳ぶ など、友達 と触 れ合 う。

・天気が良 く、砂場や水遊びを楽 しむ。感触を

味わいなが ら水の容器を入 れ替えた り、 ご馳

走 に見立てた り、同 じ場で遊んで いる友達 と

かかわ る。

・室内で は、小麦粉粘土で遊びなが ら、そばに

い る友達 とお しゃべ りを楽 しんだ後、 ブロッ

クや積み木、 まま ごとな どの遊 びを始め る。

・教師が声 をかけ ると喜んで集 まり、人形の動

きに合わせて歌 った り手遊 びを した りす る。

・気 に入 った友達 と隣になれないため落ちっか

ない幼児 も、教師が人形 を動か し始あ ると興

味 を もつ。

・教師と一緒に砂遊びの身支度や弁当の準備を

す る。教師が声をかけると自分でする幼児 も

いる。

集団をとらえる観点からの分析

・教師の してい ることに興味を もっ

て、 自分 も同 じよ うな動 きを して

楽 しむ。

・同 じ場で 同 じような動 きを して い

る友達 との触れ合 いを楽 しむ。

・自分 の したい動 きを繰 り返 しなが

ら友達 との触れ合いを楽 しむ。

・教師 と一緒 に手遊 びを した り、人

形 を使 った歌を聞 いた りす る こと

を楽 しむ。

・みんなで集 まる時 には、思 い通 り

にな らないこともあることに気付

く。

・教師 と一緒 にす る中で、遊 びの身

支度 や弁 当の準備 の仕方を知 る。
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③ 対象児の記録

幼 児 の 姿

A児 は、砂場 で他の幼児が遊ぶ様子を じっと見た

後 、上靴のま ま砂場 に入 ろ うとす る。教師が 「Aち

ゃん、先生 と一緒 に靴を履 き替えて こよ うか。 」 と

そ っと声をかけ ると、す ぐに教師 と一緒 に靴を履 き

替えて くる。

道具置 き場か らシャベ ル と碗を とり、砂場の空い

て いるところに しゃがみ、 シャベルで碗 に砂 を入れ

始 める。近 くに置 いてあ った片手鍋を手に とり鍋 に

シャベルで砂 を入れて は、手 のひ らでお さえ る動作

を何度 も繰 り返 した後、碗を持 って水道 に行 き、碗

に水 を汲む。 もとの場所 に戻 るとしゃがみ、鍋 に碗

の水を少 しずっ入れて は シャベルでか きまわす。

しば らくこの動作 を繰 り返 した後 、立 ち上が り、

その場で言葉に節をっけて歌 いなが ら手足を動か し

踊 るように くる くるまわる。 その後 また、 しゃがん

で水を鍋 に入れてか き回す動作 を繰 り返す。

隣で遊 んで いたB児 に近づ き、B児 の持 って いる

バ ケツにシャベ ルで砂を入れ ると、二人で顔 を見合

わせて笑 い合 う。

近 くに教師が来 ると、碗 に砂を入れて教師に差 し

出す。教師が受 け取 って 「全部食べち ゃうよ。 ごち

そ うさま。」 と言 って食べ るまねをす るのを うれ し

そ うに見る。

分 析

・砂遊 びに関心 を もち、砂場で遊 び

た くなる。

・教師の 「先生 と一緒 に」 とい う穏

やかな言葉か けで靴 を履 き替え に

い く。

・砂場道 具の置 き場所が分 か り、 自

分の使 いたい道具 を使 う。

・砂の感触や道具 を使 うことの楽 し

さを感 じ繰 り返 し楽 しむ。

・水道 の場所が分 か って いる。

・砂だけでな く水を加 えた ことによ

る感触 の変化を感 じて いる。

・砂 と水の感触 により心 が開放 され

言葉 が歌 にな り、体 も動 きだす。

・B児 に対 して、安心 して 自分 か ら

かかわ り、B児 もまたA児 の した

ことを受 け入れ る。

・大好 きな教師のために ごちそうを

作 ってあげたいと思い、 その気持

ちを教 師に しっか りと受 け止めて

もらえる とい う安心感が ある。

β
℃
魁,

づv

}
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《 考 察 》

OA児 を とらえ る観点か ら

〔状況 の とらえ方〕

・自分 の好 きな動作 を繰 り返 し楽 しんで いる姿 か ら、 自分 の好 きな ことを十分に楽 しめ る場

や時間で あることが分か ってい る。 また、同 じ場 に教 師がいることで安心で きる場である

と感 じて いる。

・シャベルなど気に入 った道具を選んで使 った り、た らいか ら水 を汲んだ りす る姿 か ら砂場

道具の置 き場所や水道の場所が分か り、だれが使 って もいい とい うことが分か って いる。

・自分の好 きな動作を繰 り返 し楽 しむ と、まわ りの様子 に目を向け自分か ら友達 にかかわ っ

て いる。

〔自分の表 し方〕

・好 きな動 きを繰 り返す中で、砂や水の感触 を味わい楽 しんで いる姿 が見 られる。 また、言

葉 に節をっけて踊 るよ うな姿 か ら、心が解放 されのびの びと自分を出 している。

〔人 とのかかわ り方〕

・ 「先生 と一緒に靴を履 き替 えて こよ う。」 とい う教師の穏やかな言葉 に素直に従 っている

姿 か ら、A児 が教師を信頼 で きる存在であると感 じて いる。

・A児 は、隣で遊んで いるB児 に対 して 自分の したい と思 った ことを素直に出 して いる。B

児 もまた、A児 の したことを笑顔 で受 け止 め、友達 と触 れ合 う楽 しさを感 じている。

○集団を とらえ る観点か ら

・砂場 とい う共通の遊 び場や園庭 での フープ遊 びの中で、それぞれの幼児は、教 師が側にい

るとい うことで安心 して 自分で したい動 きを繰 り返 し楽 しんで いる。 いろいろな幼児が集

ま ってい る場で幼児が安心 して動 くことが、他 の幼児の存在に気付 く機会 とな ると考え ら

れ る。

・教師や友達 の してい るこ とに興味を もって見た り、同 じようにや ってみた りしなが ら、遊

びが広が るとと もに人 との触れ合いを楽 しむよ うにな って いる。

〔教師の役割〕

・いろいろな幼児の集 まる場で は、一人一人の幼児が安心 して 自分の動 きを楽 しめ るよ うに

遊具の数を十分準備す るとともに、遊んでいる姿を見守 った り、一緒 に遊んで共感 した り

す る。

・教 師は、幼児が安心感や親 しみが もて るよ うに、声の大 きさや表情 を考 えて穏 やか にかか

わ り、そのっなが りの中で園生活の仕方や約束 について知 らせて い く。

・解放感 を味わいなが ら自分の気持 ちを素直に表現で きる感触 を楽 しめ る素材を、かかわ っ

て きたそれぞれの幼児が遊 べ るよ う十分な量 を準備 して お く。

・ 「今 は、好 きな ことを して思い きり遊べ る時間であ る。 」とい うことや 「この遊具 は、み

んなが使 って いい ものだ。」 とい うことを分 か りやす く伝 えるとと もに、遊具の置き場所

を一定に し、興味を もった ことが楽 しめるよ うにす る。

一7一



【事例2】 遊 びの中で、互いに自分の思いを実現 しようとした事例(10月)

〈考え られ る主 な教師の役割 〉それぞれの思いを受け止め、かかわ りの楽 しさを感 じさせ る。

保育室で、C児 が 「ジュース屋 さんす る。 」と言 いなが ら積み木を運んでい ると、側 に

いたD児 が 「私 も作 るの。 」 と言 って、C児 と同 じ場 に積 み木を運び始め る。C児 が 「じ

ゃあ一緒につ くろ うか。」 と言 うと、D児 は うなず く。二人で しゃべ りなが ら積 み木 を運

ぶ。場がで きると、C児 は製作 コーナーに行 き、 カ ップに色紙を入れた ジュースを作 り始

め、側にいた教師が表情豊 かに 「おい しそ うね。」 と言 うと、 「ジュース屋 さん。 」と答

える。

しば らくして、C児 は積 み木で作 った場にD児 が布団や人形を運び込んで いることに気

付 き、大声で 「だめえ、私 の ジュース屋 さん。」 とD児 に言 う。D児 は、 その声 に振 り返

るが、何 も言わず遊び続 け る。C児 は、何度 も 「ここはジュース屋 さん。私が作 ったの。」

と泣 きそ うな顔で言 うが、D児 は 「だ って、 ここお うちなんだ もん。 」と答え る。

側で、別の積み木の家を作 って人形で遊んで いたE児 が、D児 に 「お うちだ もんねえ。」

と言 い、二人で顔 を見合わせて うなず き合 う。C児 は、怒 った顔で じっとD児 を見 ていた

が、 「私のなん だか ら。」 と言い、 その場の積み木を別の場所 に運び、場 を作 り直す。

教師がrCち ゃん は、 ジュー ス屋 さんなんだ。Dち ゃん は、お うちに したいのね。 」とつ

ぶ や くよ うに言 うと、D児 は、黙 ってC児 を見て いたが、やがてE児 の作 った積 み木 の家

に入 って一緒 に遊 び始め る。C児 は、作 り直 した場 にカ ップの ジュースを置 くと、に っこ

り笑 って製作 コーナーに戻 って、 ジュースを作 る。

《 考 察 》

OC児 をと らえる観点か ら

[状況 のと らえ方]

・C児 の 「ここは ジュー ス屋 さん。」 という主張を聞 いて も、D児 は 自分の動 きを変え よ う

とは しない。一緒 に作 って はいたが、それぞれが 自分のイメージによる自分の場 とと らえ

ている。 また、C児 は自分の思いを遂 げるために、相手 の思 いとかかわ りな く場 を作 り直

している。 このままで は、 自分の したいことがで きない と考え、 自分 なりに 「場所 を移動

す る」という解決策を とってい るが、相手 もこの場で遊んで いる、二人で作 った場であ る

とい った状況 の とらえ方は まだで きな い。
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[自分の表 し方]

・自分の思 いや考えを素直に表現 して いるが、相手 に聞かず に積み木を移動す るな ど、相手

の思 いには気付 かず 、自己中心 的で直接的な表現であ る。

・教 師が受 け止めて くれることを感 じると
、安心 して 自分の考えを出 してい る。

〔人 とのかか わ り方〕

・二人で しゃべ りなが ら、積み木 で場 を作 るな ど、友達 と同 じ場で一緒 に動 くことを楽 しん

でい る。 しか し、思 い どお りにな らないと怒 り、相手の思いにかかわ りな く自分の したい

ことを実現 しようと している。

また、D児 の人形を持ち込む動 きによ って、C児 は自分の したい ことを改めて確認す ると

と もに、D児 の思 いに気付 いてい くきっか けに もなると考え られ る。

・教師のっぶや きの ような言葉や 自分に向けた顔の表情 によって
、 自分の気持ちや考えを分

か って くれていると感 じている。

○集団を と らえ る観点か ら

・それぞれの幼 児が 自分の したい動 きを楽 しみ
、思いを素直 に表現 している姿か ら、 これ ら

の幼児に とって は、学級 の雰囲気が安心 して過 ごせ る もの とな って い ると考え られ る。

また、C児 の動 きや言葉に対 してD児 が興味 を もってかかわ ってい ること、C児 とD児 の

や り取 りへのE児 のかかわ り方か ら、側で遊んでい る友達の動 きに気付 き、かかわろうと

す る関係がで きっつ あると考 え られ る。

〔教 師の役割〕

・この ころにな ると、それぞれの幼児が 自分 な りの思いを出す よ うにな り、周 りの友達の様

子 に関心を もっよ うになるが、一緒 に遊んで いて も、それぞれの思い は違 ってい ることが

多 く、相手の思いには気付かず、 自分の思いだけで動 く姿が見 られ る。

そ こで、一人一人の幼児の動 きや思 いを しっか り受 け止 あて い くとともに、それぞれの幼

児が 自分の したい ことを楽 しめ るよ うに場 を確保 した り、遊具の数を調整 した りして、安

心 して 自分 らしさを出せ るようにす るとと もに周 りの幼 児の姿や言葉を伝える ことで、今

後それぞれ の幼児が互 いの思 いに気付 いて い く芽をは ぐくむ。

また、友達 に目が向 き始 めて いる姿 を受 け止あ、かかわ りが楽 しめるよ うイメー ジがは っ

き りとらえ られ るよう素材 を提示 した り、同 じ場 で もそれぞれの動 きがで きるよ う場の広

さを調 節 した りす る。
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②4歳 児

【事例3】 生活の流れの中で自分の思い通 りにな らないことがあることを感 じた事例(6月)

〈考え られる主な教師の役割〉幼児の思いを受け止めながら周囲の状況を感 じさせてい く。

① 学級の一日の活動の流れ

4511:1511:30

好 きな遊び 片付 け

園 庭;虫 探 し,砂 場,ボ ール,フ ープ,自 転車 等

保育室;製 作,ま まごと,折 紙 のあ じさい作 り,色 水 等

② 学級の幼児の姿

○歌を歌 う 昼食

絵本を見る

好

き

な

遊

び

学

級

全

体

の

活

動

生

活

幼 児 の 姿

・登園す るとほとん どの幼児が園庭 に出る
。

・友達 と話を しなが ら、 自転車 に二人乗 りした り

友達 の乗 って いる自転車 を押 した りす る。

・友達 とフープやボールを転が した り跳んだ り
、

浮輪 に見立て泳 ぐまねを した りす る。

・保育室の製作 コーナーにある空 き箱 や紙な どの

素材 を使 って友達 や先生 とお面や武器を作 る。

・教 師にごちそ うをす るなど教師 とかかわ ること

で安心 して 自分な りの動 きを楽 しむ姿 もあ る。

・色水 に興味を もちク レープ紙 を要求す る
。

・折紙のあ じさい作 りに半数近 くの幼児が興味 を

もち、教師に作 り方 を聞 きなが ら作 る。

・片付 けが終 わ った幼児か らいす をコの字に並べ

て座 る。 まだ集 ま らな い友達 のいすを並べて待

っ幼児 もい る。

・教師の歌 に合わせて
、手遊びを した り二人組で

相手の指 を捕 まえ た りす る

・絵本 は、 自分で よ く見え る位置 に座 り、集 中 し

て見てい る。

・教師が声 をかけ
、片付けをす る。あ じさい作 り

や色水を始 めたばか りで、なかなか片付 けを始

めな い幼児 もいる。

・次への活動 に期待を もちなが ら片付けをす る
。

集団をとらえる観点からの分析

・自分のや りた い遊 びを 自分で選

んで遊ぶ。

・自分の思 いを伝えなが ら
、友達

とのかかわ りを楽 しむ。

・教師や友達 と同 じ場所で遊ぶ こ

とや同 じ動 きを楽 しむ。

・設定 され た環境 や教 師の提示 し

た ものに興味を もち、 自分か ら

かかわる。

・遊びの場が広が り、違 う場で遊

ぶ幼児 同士のかかわ りはほとん

どない。

・まだ来て いない友達が いること

が分か って待 って いる。

・みん なで集 まって遊んだ り絵本

を見 たりす ることを楽 しむ。

・友達 と触れ合 いなが ら一緒 に手

遊 びをす る楽 しさを味わ う。

・教師の言葉で使 った遊具を片付

けるが、遊 びが気 にな って、片

付 けに気持 ちが向かない幼児 も

いる。

・生活の流れの中で思 い通 りにな

らない時が あることを知 る。
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③ 対象児の記録

幼 児 の 姿

園庭でF児 はG児 に自転車を押 して もらい、 しば

らく自転車遊 びを楽 しむ。 自転車を置いて、朝礼台

の上 に並んで座 り、rFち ゃん、す ご く汗か いた。」

rGち ゃん も。 」な どと話す 。F児 はシャツを脱 ぐ

と、嫌が るG児 の シャツも強引に脱がせ上半身 は下

着一枚 にな り 「見て もらお う。」 と教師の方へ走 っ

て い くと、G児 も後 を追 う。

二人で保育室に戻 るが、G児 は他の友達 と遊 び、

F児 は一人で空 き箱製作や色水で遊ぶ。

片付 けの時、 自分の カバ ンを見て、突然 「先生 、

私 の リングどこ?」 と叫 び、 「早 く探 して よう、お

弁当終 ってか らじゃいやあ。」 と泣 き叫ぶ。

教師が 「片付 けが終 わ ってか らね。 」 と言 うと、

「早 く探 して。」 と地 団駄 を踏む。教 師に 「今 はF

ちゃんのだけ探す訳 にはいか ないの。 」 と言われ、

泣 き叫び続 ける。

教師が 「絵本 を見 ますよ。終わ った ら探 しま しょ

う。」 と言 うとF児 は うなづ き、少 し泣 き止 む。

絵本を見 るため、椅子に座 って も 「ね え、私の リ

ング知 らな い?」 と周 りの幼児 に聞 く。 「知 らない

よ。」と強 い口調 で言われ ると、また大声で泣 く。

教 師がrFち ゃんが大事に していたのね。」 と言

うが、周囲の幼児は困 った顔を して いる。

絵本 を読み終わ った後、教師 とF児 は二人で リン

グを探 しに行 く。

分 析

・F児 はG児 の手助けで 自転車 に乗

れ るよ うにな った ことが嬉 しい。

・F児 はG児 と同 じ動 きや、同 じ格

好をす ることを楽 しみたい。

・F児 は、相手 に受 け入れ られない

と強 引に行動 で表す。

・F児 は、教師に 自分の行動 を認め

て もらいたい。

・大事 に して いた ものがな くな り、

周囲の状況 にかかわ りな く、 自分

の気持 ちを泣 くことで教師に訴え

ている。

・F児 は教師 に気持 ちが分か って も

らえない と感 じ、泣 き続 ける。

・F児 は教師の言葉 に、気持 ちを受

け止あ られた と感 じた。

・F児 は回 りの幼児 に受け入れ られ

ていないことを感 じて いる。

・周囲の幼児 はF児 の悔 しい気持 ち

を感 じて いるが、具体的 にどうし

た らよいか分か らない。

《 考 察 》

OF児 を と らえる観点か ら

〔状況の と らえ方〕

・遊 びに必要 な物や場を 自分で選んで使 うなど、園庭や保育室に どんな ものがあ るか分か っ

て いる。

・一 日の生活の流れ も分か っているが、不満 や不安が強い と周囲の状況が 目に入 らない。

・自分の思 いを通 そ うと し、相手の気持 ちを察 した り、考 えた りす ることは少ないが、相手

か ら受 け入れ られて いない ことは感 じてい る。

鞍
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[自分 の表 し方]

・教師や 自分を受 け入れて くれた友達 に対 しては
、 自分の思 いを言葉や態度 で表す ことがで

きる。

・自分の思いが強か った り、思い通 りにな らなか った りす ると、周囲の状 況や相手の気持 ち

な どにかかわ りな く一方的 に自分 の思 いを出す こと もあ る。

[人 とのかかわ り方]

・友達が 自転車 を押 して くれた り
、一緒 に動 いた りた り した ことで、かかわ る楽 しさを感 じ

ている。

・友達 と同 じ動 きを した り同 じ物 を使 って遊んだ りす ることが楽 しいと
、 もっと同 じことを

したいと自分の思 いを出すが、相手 の気持 ちには気付 かない ことがあ る。

・自分の思い通 りにな らな いことに不満や不安 を感 じてい ると担任の話を聞 こうと しないが
、

担任が 自分の気持 ちを受 け止め ると、困 った時 には何 とか して くれ ることを感 じ、話を聞

こうとす るよ うにな る。

○集 団を とらえ る観点か ら

・一緒 に遊んでい る友達 に自分の思いを伝えた り
、同 じ動 きを楽 しんだ り していることか ら

友達 に関心を もち、一緒 に遊ぶ ことが楽 しい と感 じてい る。

・F児 の泣 いてい る様子 に対 して関心 を もっなど
、学級 の友達 の様子 に目は向いて いるが、

具体的 なかかわ り方が分か らず、 自分か らかかわ るきっかけがっかめな い姿 もあ る。

・遊 びの場が離れて いて、他の遊びの様子が 目に入 りに くい と、かかわ りを もっ機会が少 な

くな って いる。

[教 師の役割]

・F児 は、相手の気持 ちや周 りの状況 にかかわ りな く、感情 や行動を表す ことが多 いが、

友達 と一緒 に動 く楽 しさや、友達 が受 け入れて くれない悲 しさを感 じて いる場面 もあ るの

で、ゆ った りと気持 ちを受 け止め、友達や教師 とかかわ って様 々な感 情を経験す る中で 自

分の気持 ちに気付 いた り、相手の気持 ちを感 じて い くよ うにす る。

周 りの幼児 には、F児 の気持 ちを伝 え、 どう した らよいか一緒 に考え、な くした ものを探

すな どF児 への具体的なかかわ り方 に気付 くよ う援助 し、学級の中で一人一人が大切に さ

れていることを感 じられ るよ うに してい くことも必要 である。

・一緒 に遊ぶ友達 に思 いを伝え る楽 しさを感 じるよ うにな っているので
、遊 びの中で互いの

思いが伝わ るよ うイメー ジを具体 的に表現で きる素材 を提示す るなどの工夫 をす る。

・学級全体の活動で は
、学級の中で友達 とのっなが りを感 じてい くように、友達 との触 れ合

いが楽 しめ る活動 を取 り上 げてい く。

・それぞれの幼児が 自分の 目に入 る友達 の遊びに関心を もって きて いるので
、互 いの遊 びの

様子 が見え るように遊ぶ場 を調整 し、様 々な友達 とかかわ って遊べ る場 を設定 して、遊 び

の経験 の幅が広が って い くよ うに援助す る。

・生活の流れを意識 して行動で きるように
、遊 びの姿に応 じて片付 けのタイ ミングを工夫 し

た り、次の活動の期待感 を もて る働 きかけを した りす る。
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【事例4】 友達の遊 びに関心を もち互 いに交流 しなが ら遊 んだ事例(10月)

〈考え られ る主な教師の役割〉遊びの楽 しさに共感 しなが ら、互いの思 いに気付かせてい く。

保育室で、H児 は、1児 と一緒 に積み木で 自分たちの場 を作 り始め る。1児 が、積み木

を手 に持 って、 「どこにおけばいいの。」 と尋ね ると、H児 は 「ううん。 」と言 って考え

る。1児 が 「ここに置 こうか。」と言 って積み木を置 くと、H児 は、 「いいね。そ こに置

こう。 」と言 ってニ ッコ リと笑 う。H児 が積 み木を運 びなが ら、 「ここ、電車だ よ。」 と

1児 に言 うと、1児 は 「緑の電車だね。」 と答 え、H児 はうれ しそ うに うなず く。

少 し離れ た場所で家 を作 って いたJ児 が、 「手伝 ってあげ よ うか。 」と言 って積 み木の

そば にゴザを敷 くと、H児 は黙 って ゴザを巻 く。J児 が 「ダメなの。 」 と聞 くと、H児 は

J児 をに らんで拒否す る。

教師が 「ダ メなの。」 と聞 くと、H児 は 「だ って、 これ は電車 なんだ もん。」 と言 う。

教 師が、 「電 車だか らゴザ はいらないんだね。」 と言 うと、J児 が 「お うち もいるよ。」

と自分の イメー ジを伝え る。教師がrJち ゃん は、お うちを作 って くれ るところだ ったん

だね。 お うちはどう しよ うか。」 と言 うと、H児 は、rJち ゃんの隣 にす る。 」と笑顔 に

な って うなず く。

電車がで きると、J児 と一緒 に家を作 っていたK児 が来て、 「乗せて。」 と言 う。H児

は 「いいよ。 」と言 って一 番前 に座 る。K児 が 「コンピューター。」 と言 いなが ら積み木

を指で叩 くと、H児 は 「違 うよ。 こうや るの。」 と電車 の運転 レバーを操作す るまねを し

た後 、 「こうい うの作 りた い。」と手で示 しなが ら、運転 レバ ーを作 りたい と教師に要求

す る。

H児 は、1児 、教師 と一緒 に箱 と筒で運転 レバ ーを作 り、電車 の一番前 に座 る。H児 が

「発車 します。」 と言 うと、J児 、K児 と一緒 に家 にいた幼児 も出て来て、電車の座席 に

座 る。H児 は、笑顔で運転 レバーを操作す る。

ピクニ ックごっこを して いたL児 が通 りかか り、 「乗せて。」 と言 うと、H児 は、 うれ

しそ うに 「いいよ。」 と言 う。 「次 は、公園です。 」 とH児 が言 うと、L児 は降 りる。そ

の後、他の遊 びを していた幼 児 も、何回 も電車 に乗 りに くる。
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《 考 察 》

OH児 を とらえ る観点か ら

[状況の とらえ方]

・遊 びに集 中 し、周囲 の幼児が 自分の イメージと異なる動 きをす ると拒否す るが、教師の仲

立ちによ り、周囲の状況 にも気付 くよ うにな って きて いる。

[自分の表 し方]

・いつ も一緒に遊んでい る友達 と動 く中で、積 み木の構成を工夫 した り、運転 レバーの材料

を選んだ り して、具体的にイメー ジを実現 しよ うとしている。

・周囲の幼児が、自分のイメー ジと異な る動 きをす ると、態度や言葉 で拒否す るが、イメー

ジを詳 しく言 うことは しないので、相手 に伝わ りに くく、教師の仲 立ちが必要 である。

・自分の思 いを実現す るために、教師 に必要な物を要求 している。

[人 とのかかわ り方]

・1児 とは、一緒に遊 びたいとい う気持 ちが強 く、互 いの言動 を受 け止め合 って遊びを楽 し

んでいる。

・周囲の幼児が、自分たちの作 った場に興味を もってかか わって くると、 自分 のイメー ジを

伝え、それが認め られれば、遊びに入 ることを受 け入れ、かかわ って遊ぶ ことを楽 しもう

としている。

○集団 をと らえる観点か ら

・3 、4人 の友達 と場 を作 った り、 イメージを出 し合 って、かかわ りを楽 しんでい る。保育

室内の他の グループの遊 びに も目を向け、興味を もっ と素直にかかわ ろうとしてい る。

・別の遊 びを している幼児 同士 は、互 いのイメー ジがは っき りととらえ られず、それぞれの

イ メー ジで動 くが教師の仲立 ちで相 手のイメー ジを とらえ られ るよ うになると、同 じ場で

のかかわ りを楽 しむ ことがで きる。

[教師の役割]

・それぞれの幼児が 自分 なりのイメージがは っきりして きているので、動 きや言葉 か ら具体

的なイメー ジを受け止め、実現できるように一緒に考えた り、イメー ジに合 った材料を提

示 した りしてい く。

・他の遊 びを して いる幼児に も、 自分 のイメー ジを伝え られ るように、イ メー ジが伝わるよ

うな言葉を引 き出 した り、言葉を添えた りしなが ら、友達の気持 ちに気付 いて一緒 に遊ぶ

楽 しさに共感 してい く。

・学級の様々な幼児 と交流 しなが ら遊ぶ楽 しさを味わえ るよ うに、互いの状況を知 らせ、そ

れぞれの遊びが充実す るよう場作 りを工夫 した り、室 内の環境を再構成 を した りす る。

一14一



(3)5歳 児

【事例5】 友達 と互いに考えを出し合って遊びを進めていった事例(6月)

〈考え られる主な教師の役割〉それぞれの幼児の考えを実現 し、一緒に遊んでいる友達の考え

に気付 くようにする。

① 学級の一日の活動の流れ

8:4510:5011:30一
〇片付け ○全員でジャンケン鬼をする ○昼食○好 きな遊 び

園庭;サ ッカー ごっこ

室内;店 屋 ごっこ、家作 り 等

② 学級 の幼児の姿

好

き

な

遊

び

学

級

全

体

の

活

動

生

活

幼 児 の 姿

・自分たちでルールを作 りなが ら園庭 でサ

ッカー ごっこをす る。

・室内では くじびきや、花 や、 ヨーヨー作

り等、前 日の続 きの ごっこ遊 びを仲間 と

一緒 に進 め る。

・保育室がい っぱいにな ったため、 ホール

で友達 とイメー ジを伝え合 いなが ら、ゲ

ームボ ックスで家作 りをす る。

・教師が ジャンケ ン鬼をす ると声をか け、

幼児 と一緒に準備 を始め る。

・友達 と ジャ ンケ ンを して、追 いかけた り

逃 げた りす ることを楽 しむ。

・2チ ームの人数の違 いに気付 いた子 ど も

の声 を教師が取 り上げ、全員を集あ る。

チームをどの ように分 けた らよいかを話

し合 う。

・好 きな場所で昼食の準備 を始 めるが
、座

る席の ことで トラブルが起 きる。様子 を

見て、声をかける幼児、 かか わ りな く自

分の準備をす る幼児等様 々で ある。

集団をとらえる観点か らの分析

・自分 のや りたい ことを、好 きな友達 と

始 める。

・友達 に 自分の思 いやイメージを伝 えな

が ら遊 びを進 め る。

・保育 室での他の遊 びを して いる友達 の

様子を見て、 自分たちで遊 びの場を考

え る。

・学級全体で ジャ ンケ ン鬼をす る楽 しさ

を味わ う。

・相手の動 きを意識 して
、追 いかけた り

逃 げた りす るス リルを味わ う。

・友達 と助け合 いなが ら遊びを進 めて い

く中で、チームの一体感を味わ う。

・ジャンケ ン鬼の遊 び方 について考えた

ことを伝え合 う。

・友達の トラブルにあま り関心 を もたな

い幼児 もいる。

・友達の トラブルに気付 き、心配 した り

自分 な りに考 えた りす る。
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③ 対象児の記録

T

M児 は前 日の続 きの 『くじび きや』を始 めるE

ためにN児 と一緒 に空 いて いる場 に積み木で囲

いを作 る。 くじの箱 を作 ろ うと、空 き箱に穴 を

開け るたあ にはさみを突 き刺すが開かない。 目

打 ちで穴を開け、そ こにはさみを差 し込む。M

児は 「これ はだあだ。 」 と言 って、別の柔 らか

い箱 と取 り替え る。N児 はM児 の隣に座 り様子

を見ている。

教師が側 に来て 「M君 、何作 ってい るの?」

と聞 き、隣 に座 る。M児 はFく じの箱!穴 を開

けるには、ど う した らいいのかな?」 とっぶや

く。教師 は 「どの くらいの穴が いいの?」 と聞

く。M児 はr人 の顔が見え る くらい。」 と手で

形 を作 りなが ら答 えた後、マ ジックで形を書 く

ことに気付 く。穴 の大 きさを四角 く書いてか ら

切 り取 って作 りあげ る。

M児 はで きあが った箱 を教師に見せ、 「まず

数字書かな くちゃ。」 と言 う。教師はrN君 と

[鰍 鵬 」と声をかける.M児 はN児}こ 「僕

先 に書 いて いい?」 と聞 き、小 さな紙 に1枚 ず

つ1～6ま で書 いてか ら、半分 に折 り曲げ る。

M児 は 「ねえN君 、6ま でに しよう。僕 ちゃん

と6ま で書 いた。」 と伝 える。N児 は 「分か っ

た、 いいよ。 じゃあ、僕 も!」 と言い、別の小

さな紙 に数字 を書 く。 「折 って入れていいかな

?」 と聞 くが 、M児 は首を振 り 「待 って!」 と

言 う。M児 はホ チ キスを2つ 取 って きてN児

に渡 す。2人 は半分 に折 った紙 が開か ない よ

うにホチキ スで止め、箱の中に入れ る。N児 は

「次、商品を作 るだけだね。Jと 言 い、使 った

物を片付 ける。

・周 りの様子を見なが ら、 自分 たちの場

を作 る。

・空 き箱 に穴を開け る方法 を、 自分 な り

に繰 り返 し試す。

・箱が固 く穴が開 きに くい と気付 き、柔

らかい箱 を探す。

・N児 はM児 の動 きを見守 りなが ら、自

分 も一緒にや って いる気持 ちにな って

いる。

・自分な りの方法を試 し、 うま くいかな

い と教師に助言を求 める。

・教 師の問 いかけか ら、形を書 く方法

に気付 く。

・自分で穴を開 け られた うれ しい気持を

教師に伝えよ うとす る。

・教師の言葉 を受 けて、 自分が や りたい

ことをY児 に言葉で伝え る。

・次の手順を言葉 に し、 自分で確 認 して

いる。

・N児 はM児 の考えを受 け止め、同 じよ

うに動 く。

・くじが開かないよ うにホチキスで止め

ることに気付 く。

・N児 は次の動 きをM児 に確認 してか ら

動 こうとしてい る。
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《 考 察 》

OM児 をと らえ る観点か ら

[状況 の とらえ方]

・前 日の遊 びを引 き続 いて楽 しもうとす る姿 か ら、幼稚 園生活 に以前 よりも長 い見通 しを も

て るよ うにな って きてい る。

・友達 の店の様子 を見て必要 な物 を選び、 自分 たちの場を作 るな ど、周 りの様子に 目を向 け

てい る。

・くじの箱 を作 ろうと自分な りにいろいろな方法 を試すが、 うま くいかない と教師に助言 を

求め るな ど状況に応 じた行動の仕方が分か っている。

[自分の表 し方 」

・店 に必要な物 を考えて一緒 に遊ぶ友達 に伝え、困 った時 は教 師に助言 を求め、自分の考 え

やイメージに取 り入れ、試 した り工夫 した りしてや り遂 げようと している。

[人 とのかかわ り方]

・自分がで きた ことを教 師に伝え ることで、満足感を味わ ってい る。 また、教師の言葉を受

けて、N児 に確認す るなど、教師の言動 を意識 してい る。

・N児 が 自分を受 け入れて くれるので、 自分の思 い通 りに遊 びを進めている。

・N児 はM児 の言葉 や動 きを受 けて、 自分 も同 じように動 いて いる。N児 にとってM児 は経

験 の幅 を広げて くれ る魅力的な存在だ と思われ るので、現在 は不満 は感 じて いない。

○集団を とらえ る観点 か ら

・気 の合 う友達 と一緒 に遊びを続 け、他の遊びを して いる友達の面 白そ うなところに目を向

け、 自分の遊 びに取 り入れ ようと して いる。

・無作 為に2チ ームに分かれたrジ ャンケ ン鬼』で は、勝敗 に対す る意識か ら人数の差 に気

付 き、みんなに伝 えよ うとす る幼児 もいる。

・昼食時の トラブルでは、学級 の友達の様子 に対 して関心を もってかかわろ うとす る幼児 と

あまり関心 を もたず、自分か らはかかわ ろうと しない幼児が いる。

[教師の役 割]

・自分な りに考えて工夫す るよ うにな って きて いるので、 はっきり自分の考 えを表現す る幼

児だ けでな く、 それぞれの幼児 に自分 な りの考えが あることを受 け止 め、一緒 に遊んで い

る友達の考えやイメー ジに気付かせてい く。 また、幼児同士が互 いに共感 し受 け入れ合 っ

て いる姿を認 め、友達 の考えや イメー ジを受 け入れ ることによ って遊 びが より面 白 くな り、

仲 間 と遊 びを進 めて い く楽 しさを味わえ るよ うにす る。

・遊 びの中で考えやイメー ジが細か く具体的 になって きているので
、必要な素材 を一緒に考

えた り、作 り方 を工夫 した りす る。試行錯誤す る時間を保障す るとともに、他 の遊びを し

てい る幼児 に も知 らせ、互 いに刺激 し合 って いけるよ うにす る。

・様 々な場面で友達 と互いに意見 を伝 えた り受 け入れた りしていかれ るよ うに、一人一人 の

幼児が学級の中で存在感を感 じられ るよ うな集団遊 びを意図的に取 り入てい く。

・友達が困 って いることや気付 いた ことに関心の薄 い幼 児が いるので、友達の様子 に関心 が

もて るよ うに、状況 に応 じて知 らせた り気付 かせた り して い く。
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【事例6】 友達 か ら刺激を受 け自分の課題に挑戦 して いった事例(9月 ～10月 上旬)

〈考え られ る主な教師の役割 〉個 々の努力を認 め合 い、励 ま し合 う機会をつ くる。

厩欝 墨膿 麟1書犠 髪翻 劉 一
1そ れ親 て、o児 囎 分か ら鴇 を持ち出夷 獅 に撫 を支えられ、すこしずつ、前

に足を出す こっが分か って くる。

1教 師が設定 した竹馬 で挑戦 してい ることを互 いに見合 う場面で、0児 は、rも うす ぐ歩,

けそ うだjrも うち ょっと倒 して ごらん.3と 友達 に応援 され たり、見本 を見せて もらっ

た り し、 とて もうれ しそ うな表情 にな る。

その日か ら、0児 はほぼ毎 日自分か ら竹馬 を持 ち出 して長い時間取 り組 むよ うにな る。

}そ の姿 を周囲の友達 に認め られると、 ます ます張 り切 って取 り組む。歩け る歩数が増え、

友達がや って いる後 ろ歩 きや ジグザ グ歩 きな どに挑戦す るようにな った。 また、まだ うま

1く で きない友達 にや り方 を教えた り、励 ま した りす るよ うにな った。

L

《考 察》

00児 をと らえ る観点か ら

[状 況の と らえ方]

・今まで竹馬がで きなか った友達がで きるようにな った姿 を見て、 自分 もやればで きること

を感 じ取 ってい る。

〔自分の表 し方]

・始めは 自分の課題 として受け止 めなか ったが、友達の刺激を受 け、認め られ ることで、 自

分の課題 と して受け止 め、意欲的 に自分 なりの 目当てを もって取 り組む ようにな った。

[人 とのかかわ り方コ

・周囲の友達 に自分の取 り組む姿を認 め られ、友達 と一緒 にす る楽 しさを味わ うことで、友

達を励 ま した り、教えた りす るよ うにな って いる。

○集団 をと らえ る観点か ら

・竹馬 にはそれぞれの取 り組 みの段階があ ることが分か り、それぞれの友達が一生懸 命取 り

組んで いることを認め、応援 しよ うとい う雰囲気が学級の中 にあ る。

[教 師の役割コ

・それぞれの幼児が 自分な りの 目当てを もて るよ う言葉をかけるとともに、友達が取 り組ん

でい ることを周囲の幼児に伝え、互 いに見合 う場 を設 け、個 々の成長が学級全体 に伝わ る

ようにす る。

・それぞれの幼児が取 り組んでい る段階 が違 って も、それぞれが 自分な りに考えて頑張 って

いるところ、努 力 しているところを とらえ、取 り組みの姿を認 めて い く。

・竹馬が不得意 な幼児 にも
、別の場面 で学級 の中での存在感が感 じられ るよ うな機会をつ く

り、友達同士 がそれぞれの多様な よさに気付 くよ うにす る。
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IVま とめ と今 後の課題

1発 達に応 じた教師の役割

本研究を通 して私たちは、幼稚園での集団生活の中で、一人一人の幼児の状況のとらえ方

や自分の表 し方は様々であるが、幼児が自分な りの幼稚園という生活の場の状況のとらえ方

を基に考え、自分の表す ことで人とかかわる姿が変容 していくことが分かった。

個をとらえる観点 と集団をとらえる観点か ら事例を分析 ・考察することを通 して明 らかに

なった教師の役割を発達の姿に沿 ってまとめると以下のようになる。

(1)3歳 児

〈個をと らえ る観点か ら>

o幼 児 は、初めての幼稚園 という集 団生活の場 で、教師 という新 しい存在 に気付 き、 この教

師の動 きや言葉 を通 して、幼稚 園 とい う生活に慣 れて い く。そ こで、教 師の発す る声 の大

きさ、動 きのテ ンポ、顔の表情 、醸 し出す雰囲気 な どが幼児に とって安心で きる もので あ

ることが大切であ る。 また、教師の支えを感 じなが ら、園生活 の中で、 自分でで きること

が増 えて い くことに喜 びの気持ちを もて るよう育 てて行 く必要が ある。

o自 分の感情をあ りのままに出 しなが ら、自分のペ ースで動 こうとす る。そ こで、一人一人

の幼児の気持 ちや状 況の とらえ方をそのままに受 け止 あ、 その時々の幼児の思 いに添 って

い くことが大切であ る。 また、幼児の要求 に応えなが ら 「自分 も○○を したい」という新

たな思いや 自分な りの考 えを引き出 してい くことが大切 である。

03歳 児は 自分 にとって必要 と感 じる大人の存在 を求あ るとともに、遊具や玩具 な どの物を

介 して、他児の存在に気付 いて い く。そ こで、教師 は、幼児 にとって 自分の ことを分か っ

て くれ る人、困 った ときには自分 を助 けて くれ る人、 とい う存在にな る必要があ る。 また、

幼児 は、始 めの うちは自分の思 いどお りにな らない存在 と感 じる他 の幼児 とのかかわ り方

を教師 との信頼関係を基 に身に付 けて い くので、幼児同士がかかわ って いる場 面で楽 しさ

を感 じられ るよ うな援助をす る必要が ある。

〈集団をと らえ る観点か ら>

o集 団のっなが りとい う意識 は少 な く、始めの うちは教師 に対す る興味や関心か ら集 まり、

次第に同 じ場 に集 まる者 同士 と して他 の幼児を意識す るようにな って くる。 そこで、教 師

は幼児一人一人 との信頼 関係を丁寧 につ くりなが ら、みんなで一緒 に集 まると楽 しいこと

があ るとい う経験を積 み重 ね、一人一人の幼児が 自分 が この学級 にいて よか ったと感 じる

ことがで きる学級の雰 囲気 をつ くってい くことが望 ま しい集団を育て る基盤 となる。、
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(2)4歳 児

〈個 をとらえ る観点か ら>

o周 囲の状 況が必ず しも自分の思 いどお りにな らな いことや友達の思い と自分の思 いとの違

いなどが分か って くる。そ こで 、周囲の状況 に目を向けた り、友達 の気持 ちに気付かせた

りす るために、遊 びや生活経験 を豊か に し、友達 に関心 を もち、かかわ りの楽 しさが感 じ

られ るよ うに遊 びの場の設定 を工夫 した り、友達の思 いや考え に目が向 くよ うな援助を工

夫 した りす る。

oま た、生活の流れや生活に必要 なことが分か って くる。 そ こで、生 活に必要 な行動 につい

て 、自分な りに意味が分か って行動で きるよ うに援助 してい くことが必 要である。

o自 分の思いや考 えを もち、相手 に伝え よ うとす るようにな る。 そこで、幼児の思 いや考え

が 目に見え る形 で実現 し、具体的 に相手 に伝わるような素材や遊具を提示 した り、自分の

思 いを 自分な りに考 えて動 きや言葉で表 していけるよ うに、様 々な表現方法を知 らせた り

して い く。

o友 達 とのっなが りを楽 しんで遊ぶ よ うにな る。 そ こで、友達 と楽 しさを共感で きる機会を

多 くもて るよ うに遊 びの場づ くりや環境の再構成 を工夫 し、遊 びが充実す る援助 をす る。

また、遊 びの中での友達 との葛藤体験の機会を とらえ、それぞれの幼児の思いを受 け止め

た上 で、友達の思 いに気付 き、 自分の思 いの出 し方を考えていけるように してい く。

〈集団を とらえ る観点か ら>

o学 級の様 々な友達の様 子に気付 き、っなが りを感 じられ るよ うにな って くる。そ こで、一

人一人の幼 児の よさや持 ち味を大切にす る雰囲気を作 り、みん なと遊ぶ と楽 しい と思え る

よ うな活動 を取 り上げ る。

また、みん なで一っの ことをや り遂げた り、一っの ものを作 り上 げた りしてい く楽 しさが

味わえ る活動 を多 く取 り入れ、学級の一員 と しての存在感を感 じられ るよ うに してい く。

その際、集団の中で一 人一人が生 き生 きと行動で きるように、 それぞれの幼児の興味や関

心、行動 の仕方の特徴 な どを とらえて、環境の構成や遊びの内容 を見直 し、工夫 して い く

ことが大切 である。
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(3)5歳 児

〈個を とらえ る観点か ら>

o周 囲の状況を判断 し、生活の見通 しが もて るよ うにな って くる。 そこで、一 日の流れだけ

でな く、長期の見通 しが もて るよ うに、何 を した らよいか具体 的に伝えた り、整理 した り

問題解決の方法 を共 に考えた り、生活者 と しての知恵を伝えてい く。

o興 味を もった ことに、自分な りに 目的を もって追究 した り探求 した りす るよ うにな る。そ

こで、や りたいことを考えなが ら繰 り返 し試 した り工夫 した り挑戦 した りして いけるよう

な場や時間の確保を してい く。 また、 自分た ちで遊 びが進 め られ るよ うに、 目的にあ った

素材や用具を選び、用具を使 い こなせ るよ うな環境を共 にっ くってい く。 また、や り遂げ

た満足感を受 け止め、 自分 に対 して信頼感が もて るよ うに成長を共に喜 び合 う。

o友 達同士、互 いに自分の思 いや考えを伝 えた り受 け入れた り して遊ぶよ うにな って くる。

そ こで、遊びの中で互 いの思いや考えを出 し合 い、失敗 や思い通 りにな らな い経験 も しな

が ら、満足感や充実感が味わえ るよ うな取 り組みので きる環境の構成や働 きかけを工夫す

る。その中で、互 いの よさに気付 き、協力す る姿 を取 り上げ、喜 びを実感で きるよう援助

す る。

〈集団を とらえ る観点 か ら>

o学 級の中で一人一 人のよ さを認め合い、互いの成長 を感 じるようになる。そ こで、仲間 と

力を出 し合 って取 り組 み、達成感を共 にで きるよ うな活動 を取 り入れて い く。

また、一人一人の幼児がよ さや力を発揮 し、互 いに認 あ合 えるような機会を設 け、それぞ

れの学級の一員であ ることの満足感や充実感が味わえ るよ うにす る。

2今 後 の課題

私たちは、 この研究で、集団 とのかかわ りの中で 自分で考 えて行動す る幼児の発達 の姿を

「個を とらえ る観点 」と 「集団を とらえ る観点」の両面 か らとらえ、教師の役割 を探 って

きた。その中で、幼児の発達に沿 った 「状況の と らえ方」、 「自分の表 し方」 と 「人 との

かかわ り方」 にっいて はと らえ ることがで きたが、 「自分で考え る」幼児の姿 につ いては、

今後 も更に検討 し、幼児が 自分な りに考え、他者 とのかかわ りを深 めて い くたあの教師の

役割 について、今年度 の研究の成果を生か して研究 を深 めて いきたい。
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入園(3歳)

・幼稚 園に母親 がい ・教師 が 自分だ けの先 生で ・先 生の表 情 を見 てや っては いけ ない こ と

ない ことが分かる。 はな いこ とを感 じる。 があ ることを感 じる。

・困った ときには教師が 自分 を助 けて'教 師や周 りに いる友 達 が何 を

くれ る存在 で あ る こ とを感 じる。 しているか興味 をもつ。

・目につ く場 や遊具の使 い方 が分か る。 ●遊び に必 要 な簡 単 な決 ま りや約 束

.幼 稚 園は 自分の好 きな遊 びを して よい ・幼 鞭 の遊 具や場 は みん なの も があるこ とが分か る・

と.う だ とい う。とが分か る。 のだ とい う・とを感 じる.'身 近 に あ る遊具 の使 い 方 が分 か る・

●幼稚 園の生活の流れを感 じる ●み ん なで集 ま る と楽 しい こ とが あ る とい

うことが分 かる。

・喜怒哀楽等、その場 で感 じた ことを

あ りの ままに出す。

・新 しい 素材 や遊 具 に興味 を もち 自分 な りに

・自分 の気 に入 った遊 具や ●色々な遊具や素材 にかかわ って遊ぶ。
や ってみ よ うとす る。

場で遊 ぶ。
・自分 の好 きな遊 び を繰 り返す 中で 自分 な りに

試 した り気付 いた りして遊ぶ。●自分 の好 き な動 きを

・友 達 と同 じ場 で遊 ぶ 中で 自分 の ・思いつい たこ とを 自分 な りに した り
、教師 に手伝 っ繰 り返す

。
したい動きをあ りのままに表す0て もらった りしなが ら、実現 してい く喜 びを味わ う。

。先生 と一緒 に しなが ら身 の回 りの始 末な ど
、 ・身 の回 りの始 末な ど自分が出来る ことは、・自分の こ とは 自分 で しよ うと

自分 で出来ることは 自分 で しよ うとする。

。教師の動 きや 具体的な言葉 に

興味 をもつO

'他 児 の存在 に気付 く
。

●周 りの友 達 の 動 きや

持 っている遊 具に 関心

を もっ。

自分 で しよ うとす る。

'教 師 がいる と安 心 して過 ごす
。

・自分 の好 きな友 達 とは遊具 な どを一緒 に

使 って遊ぶ。

'気 に入 った友達 がで き
、同 じ

場 で遊んだ り過 ごした りす る。

・友 達 と同 じ物 を持 った り
、同 じよ うな

動 きを した りす るこ とを喜ぶ。

す る。

・気 に入 った友達 を遊 びに誘 った り
、

登園 して くるの を待った りす る。

・同 じ場でや りとりしなが ら遊ぶ中で友達

とかかわ る楽 しさを味わ う。

・順番や交代 など簡単な遊 びの約束 ご とが分 か り
、

友達 と遊具な どを貸 し借 りして遊ぶ。

・自分 の思 ってい る ことを 言葉や 動 きで表 し
、受 け入 れ ら ●相手 の動 きや話 な どか ら・相 手に も

れた り伝 わった りす ることを うれ しい と感 じる。 思 いが あるこ とに気付 く。

・楽 しそ うな動 きをす る学級 の友 ・み んなで集ま るこ との簡単な意味

達に興味を もっ よ うにな る。 が 分か り誰 の隣 で も嫌 が らず に座
'み ん なで集 まる時 に好 きな友 達 ろ うとす

る。

の隣に座 りたが る。

・先生 と一緒 に絵 本 を見た り手遊 び を した りす る中で
、

みんな と一緒に過 ごす楽 しい雰囲気 を感 じる。

・集 ま ると楽 しい ことがあ る ・みんな と同 じ動 きをす る楽 しさが分 か り'み んな と一緒 にす る遊び に参加す る楽

とい うことを感 じる。 一緒 に動 くこ とを楽 しんでいる。 しさを感 じる。

・み んな で.一緒 に過 ごす時 には決 ま り 響他学級の幼 児が入 って くる と 「だ め」

がある ことを感 じる。 と言 うな ど学級 としての意識 を もつ

よ うになって くる。
・一一一人 一人 に声 をか ける と集ま るが、

・教 師の呼 びか けで集 まる よ うにな る
。学級 と して の意 識 はみ られ な い

。
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●近 くで他 の幼 児が どんな こ とを
・学 級 の何 人か の友 達の特 徴 が分 か る。

して遊 んでい るか分 かる。

・自分 の思 うようにいかない こ ともある

こ とを感 じる。.遊 び に必 要 な遊 具や 用具
、場 を 自分 で選 んだ り

使った りして よい ことが分か る。
・自分 とは違 う考 え方や行動 をす る

友達がい るこ とに気付 く。'周 りの状況 が見えて きて・ 自分 に

で きることが分か る。

●生活 の漁 や 糠 等
・交代 ・順 番で待 つ ・とが分か る. .生 活 の 中の博 では 、交代 した り

のル ール が分 か る。
分担 した りす るこ とが分 かる。

・教 師の表 情 ・態度 か ら行動 の善 し

悪 しを感 じる。

・教 師や気 に入 った友 達に

自分 の気 持 ちを態度や 言

葉で表す。

・思 い通 りにな らない と、泣 いた り、

怒 った り しなが ら自分 の思い を主

張す る。

・新 しい場や 遊び に興味や 関心

をもち自分 な りに遊ぶ。

・生活の流れやルール を知 り、

守 ろ うとす る。

・相 手 の反応 を感 じな が ら態

度 だ けで な く言葉 で 自分 の

気 持 ち を伝 え よ うとす る。

・遊 び の中 でい ろい ろなイ メー ジ

を もちな が ら、な りき って遊ぶ

ことを楽 しむ。

・自分 のや った こ とに対 して 、人 に認

め られ た りほ め られ た りす る こ とが

うれ しい と感 じる。

・友 達に 自分 の思 いを伝 えた

り、親切 に しよ うと した り

す る。

・遊び に必 要な遊具、用具、材料な ど

を選んで使 うよ うになる。

・教師の動 きや言葉 に興味 を もって、 ・教 師 の言動 をも とに、 自分

自分か らかかわろ うとす る。 の行動 を変 えよ うとす る。

・困 った時 に教師 に頼 り、解決方法に気付 く。

・友達 に 自分の気持 ちを ・友 達 と気 持 ちのつ なが り

出 して遊ぶ。 を楽 しんで遊ぶ。

・自分 が態度に表 した こ とによる ・親 しい友 達 と一 緒 に遊

友達 の反応 に気付 く。 び た い気 持 ち を もつ。

・遊 び の興 味で集 ま った幼 児 同士

で遊び の楽 しさを共感す る。

・友達 と遊ぶ 中で、悔 しさや

悲 しさ等を味わ う。

・学級 の中で 自分のや りたい こ

とが認 め られる喜びを感 じる。

・学級 の友達 の よ さを感 じる よ う ・学級の 一員 としてのつなが

にな る。 りを感 じる。

・友達や先生 と一緒 に活動す るこ

との楽 しさを共感す る。

・学級 のみんな で声を合わせ る楽 しさな

どでつなが りを感 じるよ うにな る。

・他 の場所 で遊んで いる友達 の遊 びに関

心を もち、遊び が伝 わ るこ とがあ る。

・み んな と一緒 に過 ごす ときには、 自分

の思い通 りにはな らない こ ともあ る と

い うこ とが分か る。

・簡 単 なルール のあ る遊び では、競 い合 う楽 し

さを味 わ った り、 同 じチー ムの友 達 を応援 す

るな どの仲間意識 をもつ よ うにな った りす る。
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修了
・相 手の気 持 ちや状 況に応 じて 自分は

どうした らよいのかが分か る。

・学 級や園の 友達が どこで どのよ う

に遊んでい るかが分か る。 ●目的 に合 った遊 具や 用具'素 材

等の正 しい使 い方が分か る。

・時間 に対す る感覚 が身に付い てきて時計や

・役割 を分担 した り交代 した りす る中で任 カ レンダーに関心を もつ よ うにな る。

され た仕事 の大切 さや必 要性 に気付 く。 ・楽 しくす るた めには 互い に我慢 した り譲 り

合 った りしな けれ ばならないこ とが分か る。

・相 手の特徴が分 か り自分 の気持 ちの表 し方

出 し方 を変 える。
・苦手 な ことも友達 のまね を した り教 えて

も らった りしなが らや って み よ うとす る。

・自分のや りたいこ とに対 しては最後 まで

や ってい こ うとす る。
・自分 たちの遊び の場や空 間を生 か

した り、工夫 した りして遊ぶ。

・興味 を もった こ とか ら自分 な りに 目的 を

もち追 求 した り探求 した りして取 り組 む。

・新 たな情 報に 興味 ・関心 を もって遊

びの中に取 り入れ よ うとする。

・イ メー ジを実 現す るた めに試行錯 誤 し、

必要な ときに教 師の援助 を求め る。

・修 了が近づ き小 学生にな ること

に期待を もつ よ うにな る。

・や りたい こ ととや らな けれ ば

な らない こ とを考 え、今 は ど

ち らが大切か分か る。

・周囲の状況 を判断 し、生活に 見通 しをもち、

今 は何 を した らよいかが分かる。

・自分の思いや 考えを相手にわかる ように伝え る。

・友 達の動 きに対応 した動 きを した り自分 の

気持 ちをコン トロール した りす る。

・自分の課題に向か って見通 しを も

って、自分 な りに敢 り組 も うとす る。

・先行経験や友達や教師の助言 を生か しなが ら、失敗 し

て も繰 り返 し挑戦 し、達成感や満足感 を味わ う。

・係 の仕事 な ど しなけれ ばな らない こ と

は必 要性 を感 じて進 ん で行 うよ うになる。

・学級全体の課題や生活 の流れ に対 して見通 しを もち、

何 をした らよい かが分 か り、 自分か ら行動す る。

・友達や教師か ら遊び に必要 な携報 を得 て、

遊 びに取 り組 む。

'友 達に 自分の考え伝えた り・相手の思 いや考 えに.友 達 と競 い 0っ た り、教 え合 った り しなが ら

気付いた りして相手を受 け入れ よ うとす る0互 いの よさを生か し協力 しよ うとす る
。

'互 いの気持 ちを出 した り受け入れ た りしな
・親 しい相 手の気持 ちを推 し量って

が ら・気の合 う友達 と一緒 に遊 びを進 める。 思 いや りのある行動 をす る
。

・友 達が 自分の気持 ち に共感 した り、励 ま した'友 達 と一緒 にや り遂 げた満 足感 層成 功感.充 実慈 を味わい ・共

りして くれ る こ とで友達 関係 を深 め てい く。 感す る・

・他 の グル ープ の遊び を 自分 たち

の遊 び に取 り入 れ よ う とす る。

・グル ープ の友 達 と簡 単 なめ あて

に向 か って取 り組 も うとす る。

・友達 の気 持 ちに気 付 き友 達同士 で

励 ま した り慰 め合った りす る。
・グルー プや学級 全体 の課 題が分 か り

友 達 に 言われ た り、教師 に促 され た

りしなが ら取 り組んで い く.

・チームを作 って遊 ぶ中で仲間意 識を感 じた り相 手

チー ム と競 い合 う楽 しさを感 じた りする。

・学級 の 中で 一人一人 のよ さを認 め合 い
・遊 びの中での トラブル を 自分た

互 いの成 長を感 じる。ちで解 決す るよ うになる
.

・遊 びや生 活の ルール をみ ん なで考 え8先 行経験や友達 のよ さを生か しなが ら

を出 しなが ら作ってい く。 自分 たち で遊 びや 生活 を進 め てい く。

・園 生 活の 中で 必 要 な仕事 の

内容 が分 か り自分た ちで取

り組 も うとす る。

・学級 の一 員 と して学級の課 題 ・学級 の課題 を友達 と協力 して

に進ん で取 り組 もうとす る。 最 後 ま で取 り組 も うとす る。
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